
多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今年度は『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替え、多賀町に関す
るクイズを合計50問出題させていただきます。ふるってご応募ください。
また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

平成9年、国道307号線に新しい橋が竣工しました。その橋の名称はなんでしょう？　次の3つか
らお選びください。

1．福寿橋 2．中川原橋 3．富之尾大橋

平成10年、近江鉄道多賀駅の名前が変わりました。新しい名称は？

○○○○○駅

平成11年、多賀町の自然や文化を紹介する施設「多賀の○○○○○の館」が開館しました。○○○
○○に入る文字はなんでしょう？　次の3つからお選びください。

1．自然と神秘 2．動物と植物 3．自然と文化

平成12年、町民の健康と福祉の中心的な施設「多賀町総合福祉センター○○○○の郷」が完成しま
した。○○○○に入る文字はなんでしょう？

○○○○の郷

先月号の答えは下記の通りです。

Q39…3.植樹、Q40…ハートフル、Q41…高取山ふれあい、Q42…１．四手

Q46

Q45

Q44

Q43

5050505050505050505050505050505050

編／集／後／記

「ドッグイヤー」という言葉をご存じでしょうか。
今年は戌年ですが、そのことをさす言葉ではありませ
んs変化の激しい現代を、犬が人間の７倍のスピード
で成長することにたとえて、表現される言葉です。Ｉ
Ｔ製品や家電製品など、新しい商品が次々生まれ、便
利な世の中になっていますsしかし、その一方でまだ
使えるのに捨てられていくモノ…。国際会議の中でも
取り上げられ、話題となった「もったいない」という
言葉。日本人として大切にしたい言葉です。

kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは2月23日（木）です。正解者の中から抽選で
10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品の発送
をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成17年12月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,625世帯（＋1）

人　口
8,401人
（±0人）

男　性 4,002人（－3）

女　性 4,399人（＋3）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定
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心豊かな多賀のまち心豊かな多賀のまち 
山蒼く 水清く 
心豊かな多賀のまち 

たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/

雪の飯盛木■この冬は日本列島を大寒波が襲
い、各地で大雪が降り、被害も甚大でした。多
賀町でも近年にない大雪となりましたs寒さや
雪に困ることもありますが、四季折々の風情が
楽しめる日本の気候。冬には雪景色は欠かせま
せんs写真は雪をかぶった飯盛木。新緑や夕陽
に映える飯盛木もすばらしいですが、雪の飯盛
木もなかなか風情があってよいものです。
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3 広報 たが 2月号

今
回
は
、
絵
馬
通
り
に
あ
る
真
如
寺
と
延
命
地
蔵
尊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
ち
ら

も
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

真
如
寺

多
賀
大
社
の
門
前
町
に
あ
る
真
如

寺
。
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
創
建
は
天

正
年
間
（
1
5
7
3
〜
9
1
年
）
で

す
。
寺
域
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
本
堂
、
庫
裏

く

り

（
住
居
部
分
）、

書
院
、
鐘
楼
、
山
門
は
、
寺
院
の
開

山
以
来
の
建
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
本
尊
は
、

「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」。
町
内
で
も

っ
と
も
古
い
仏
像
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
は
、
多
賀
大
社
の
本
地

堂
の
本
尊
で
し
た
が
、明
治
時
代
初
期
、

神
仏
分
離
が
行
わ
れ
た
あ
と
に
真
如
寺

に
移
さ
れ
ま
し
た
。
典
型
的
な
平
安
時

代
の
仏
像
で
、
な
で
肩
で
ふ
っ
く
ら
と

肉
づ
き
が
よ
く
、
や
わ
ら
か
な
曲
線
を

持
っ
て
い
ま
す
。
像
高
は
、
1
4
0
cm

ほ
ど
で
す
。
大
正
15
年
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
秘
仏
と
さ
れ
、
な
か
な

か
拝
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
い
つ
で
も
拝
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
如
寺
に
は
、
人
間
が
生
前

行
っ
た
行
為
の
報
い
と
し
て
、
冥
土

め

い

ど

で

十
王
の
審
判
を
受
け
、
地
獄
で
罰
を
受

け
る
あ
り
さ
ま
を
描
い
た『
地
獄
絵
図
』

も
あ
り
ま
す
。
特
別
公
開
の
際
に
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

延
命
地
蔵
尊

延
命
地
蔵
尊
は
、
真
如
寺
と
同
様
、

門
前
町
に
あ
り
、
多
賀
大
社
参
拝
の
人

も
立
ち
寄
る
、
古
く
か
ら
地
蔵
信
仰
の

場
で
し
た
。
本
堂
に
は
、
中
央
に
本
尊

地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
、
左
側
に
地
獄
で

人
の
罪
を
裁
く
と
い
う
閻
魔

え

ん

ま

大
王
を
中

心
に
し
て
、
罪
を
記
録
す
る
と
い
う

倶
生
神

く
し
ょ
う
じ
ん

、
司
録
神

し

ろ

く

じ

ん

、
浄
玻
梨

じ

ょ

う

は

り

を
配
し
て
、

地
獄
の
場
面
を
表
わ
し
、
右
側
に
地
獄

の
苦
を
救
う
千
手
千
眼
自
在
菩
薩
を
配

し
て
い
ま
す
。

多
賀
新
世
の
旅
路

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

平
成
8
年
に
作
成
さ
れ
た
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
『
多
賀
新
世
の
旅
路
』
が
、

こ
の
た
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

新
た
な
観
光
ポ
イ
ン
ト
や
名
所
が
加
わ

り
、
見
や
す
い
マ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
県
外
で
の
観
光
P
R
に
使
用
す
る

ほ
か
、
役
場
や
観
光
案
内
所
に
お
い
て

い
ま
す
。
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こころのふるさとたが 再発見

2広報 たが 2月号

1
月
9
日
成
人
の
日
に
中
央
公
民
館

に
て
、「
多
賀
町
新
成
人
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
、
1

1
7
人
の
皆
さ
ん
が
新
成
人
と
な
ら
れ

ま
し
た
。

第
1
部
の
式
典
は
、
厳
粛
な
う
ち
に

進
み
、
新
成
人
代
表
に
よ
る
力
強
い
決

意
表
明
で
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

第
2
部
は
、
新
成
人
の
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
企
画
運
営
さ
れ
た

懇
談
会
で
、
恩
師
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
や

懐
か
し
い
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
を
み
ん
な

で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
の
恩

師
を
交
え
て
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
懐
か
し
い
友
達
の
輪
が
い
く
つ
も

で
き
、
し
ば
し
時
を
忘
れ
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か
り

と
胸
に
き
ざ
み
、
今
後
も
若
い
力
を
各

方
面
で
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

ご成人おめでとうございます
―未来へはばたけ若い力―

▲新成人代表による決意表明

第2部の懇談会は、実行委員に
より進行されました

▲松宮教育長からのお祝いメッセージ

t重要文化財「木造阿弥陀如来坐像」

▲桜町にある延命地蔵尊
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子
ど
も
と
ス
ポ
ー
ツ
③

ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
季
節
を
問
わ
ず

外
で
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、

社
会
環
境
の
変
化
や
犯
罪
の
増
加
が
原

因
で
、
子
ど
も
た
ち
が
集
団
で
遊
ぶ
時

間
・
空
間
（
場
所
）
・
仲
間
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
3
間
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
体

力
の
低
下
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
子

ど
も
た
ち
が
屋
外
で
遊
ぶ
と
き
に
特
に

注
意
す
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

厚
着
の
し
過
ぎ
に
注
意

外
出
時
に
厚
着
を
し
す
ぎ
る
と
寒
さ

に
対
す
る
肌
の
抵
抗
力
が
強
ま
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
余
分
な
厚
着
に
よ
っ
て
か

い
た
汗
が
体
を
冷
や
し
た
り
、
厚
着
が

動
き
を
制
御
し
て
、
事
故
を
招
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。

足
元
注
意

冬
は
地
面
が
凍
り
、
滑
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
転
倒
し
な
い
た
め
に
も
滑
り

に
く
い
靴
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

積
雪
で
溝
や
縁
石
が
隠
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

し
も
や
け
注
意

雪
遊
び
を
し
て
手
を
濡
ら
し
た
ま
ま

で
い
る
と
手
の
表
面
の
体
温
が
下
が
っ

て
血
行
が
悪
く
な
り
、
し
も
や
け
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

雪
遊
び
を
し
た
後

は
手
や
足
の
湿
気

を
ふ
き
取
り
、
よ

く
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ィ
ル
ス
注
意

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す

る
た
め
、
帰
宅
し
た
ら
う
が
い
や
手
洗

い
を
し
て
、
外

か
ら
持
ち
込
ん

だ
細
菌
や
ウ
ィ

ル
ス
を
き
れ
い

に
洗
い
流
し
ま

し
ょ
う
。

コ
タ
ツ
注
意

人
間
は
、
あ
る
程
度
体
温
が
低
い
ほ

う
が
熟
睡
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
暖

か
さ
を
保
つ
コ
タ
ツ
で
眠
っ
て
も
熟
睡

で
き
ず
疲
れ
は
取
れ
ま
せ
ん
。
疲
れ
は

身
体
の
抵
抗
力
を
弱
め
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

保
護
者
・
指
導
者
研
修
会

1
月
21
日
、
多
賀
町
中
央
公
民
館
研

修
室
で
、
多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
保

護
者
・
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
に
あ
る
7
つ
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
保
護
者
と
指
導
者
約
６０
名
が

参
加
さ
れ
、
少
年
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
と
栄
養
に
つ
い
て
び
わ
こ
成
蹊

せ
い
け
い

ス
ポ

ー
ツ
大
学
専
任
講
師
の
河
合
美
香
先
生

の
講
演
を
聞
か
れ
ま
し
た
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

参
加
者
募
集

恒
例
に
な
り
ま
し
た
体
育
指
導
委
員

に
よ
る
多
賀
町
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

デ
ー
が
来
る
3
月
5
日
（日）
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
回
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
種

目
は
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ス
マ
イ
ル
ボ

ー
リ
ン
グ
、
ボ
ー
ド
ゲ
ッ
タ
の
3
種
目

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
■
2
月
19
日
（日）
ま
で
に

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し

て
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
F
A
X
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
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障害のある方が自分らしく自立した生活がおくれるよ
うな地域社会の実現をめざして、『障害者自立支援法』
が成立し、4月1日から施行されます。

身体障害、知的障害、精神障害を区別せず、障害福祉
サービスを「一元化」したものになります。
障害者自立支援法の概要は次のとおりです。

サービス利用のしかた（介護給付・訓練等給付）
相談

町または相談支援事業

者に相談します。

申請・調査
支給の申請を行うと、

現在の生活や障害の状

況について調査が行わ

れます。

審査・判定
調査結果をもとに審

査・判定が行われ、ど

のくらいサービスが必

要な状態か（障害程度

区分）を決定されます。

認定・通知
障害程度区分や介護す

る人の状況、要望など

をもとに、サービスの支

給量などが決定し、受

給者証が交付されます。

契約・サービス利用
必要に応じて、町または

相談支援事業者と相談

しながらサービス利用

計画を作成し、サービ

スの利用を開始します。

また、利用者負担のしくみも変わります

施設利用に伴う『居住費・食費※』、『医療費・日常生活費』が実費負担となります。

※所得の低い方については負担を軽減

お問い合わせ
役場福祉保健課 ㈲2‐2021（電）48‐8115 メール fukushi@tagatown.jp

これまで

所得に応じた負担

これから

利用量に応じた負担（原則費用の1割）
※所得に応じた上限設定、負担軽減があります。

福祉保健

4月
1日～ 障害者自立支援法が施行されます

自立支援給付 

町 

障害の 
ある方 

共同生活援助 
自立訓練 
就労移行支援 
就労継続支援など 

旧精神通院公費 
旧更生医療 
旧育成医療　など 

居宅介護 
行動援護 
児童デイサービス 
短期入所　　など 

義肢 
装具 
車いす　　など 

a a

a a

補装具交付 自立支援医療 

地域生活支援 

訓 練等給付 介 護 給 付 

a

相談支援・移動支援 
日常生活用具給付・福祉ホーム　など 

a
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『
出
会
い
　
ふ
れ
あ
い

つ
な
が
り
あ
い

み
ん
な
で
支
え
あ
う
子
育
て
』

を
合
言
葉
に
、
子
育
て
が
楽
し
く
な
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
に
こ
に
こ
広
場

の
登
録
が
75
組
に
な
り
、
親
子
で
ふ

れ
あ
い
遊
び
や
手
遊
び
、
季
節
の
遊

び
を
楽
し
ん
だ
り
、
保
育
園
行
事
や

子
育
て
講
座
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

広
場
に
参
加
し
た
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
は
出
会
う
と
す
ぐ
に
子
育

て
の
話
を
さ
れ
、
お
互
い
に
情
報
交

換
を
し
た
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
話

し
た
り
聴
い
た
り
し
て
、
子
育
て
に

活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

月
1
回
の
に
こ
に
こ
広
場
を
重
ね
る

ご
と
に
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
成
長

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
感
謝
を
し
て
、
み
ん
な
で

つ
な
が
り
あ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
仲
間
が
多
く
い
る
と

思
え
る
こ
と
で
子
育
て
が
楽
し
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
支

援
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

年
間
活
動
予
定

に
こ
に
こ
広
場

月
1
回
、
在
宅
の
乳
幼
児
と
保
護
者

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
広
場
で

す
。
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
を
持
つ
親
子

が
、『
出
会
い
　
ふ
れ
あ
い
　
語
り
合

っ
て
』
子
育
て
の
迷
い
を
解
決
し
、
楽

し
ん
で
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

年
間
登
録
料
　
2，

0
0
0
円

（
町
外
3，

0
0
0
円
）

※
途
中
参
加
は
月
割
り

傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
ペ
ン
ギ
ン
広
場（

第
4
水
曜
日
）

2
0
0
5
（
平
成
17
）
年

4
月
2
日
以
降
生

ペ
ン
ギ
ン
広
場
（
第
2
・
第
3
水
曜
日
）

2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
4
月
2
日
〜

2
0
0
5
（
平
成
17
）
年
4
月
1
日
生

カ
ン
ガ
ル
ー
広
場

（
第
1
水
曜
日
）

2
0
0
3
（
平
成
15
）
年
4
月
2
日
〜

2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
4
月
1
日
生

キ
リ
ン
広
場
（
第
１
水
曜
日
）

2
0
0
0
（
平
成
12
）
年
4
月
2
日
〜

2
0
0
3
（
平
成
15
）
年
4
月
1
日
生

に
っ
こ
り
広
場

平
日
（
毎
週
水
曜
日
・
の
び
っ
こ
教

室
以
外
の
日
）
の
午
前
中
、
施
設
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
同
士
、
親
同

士
が
遊
ん
だ
り
、
語
り
合
っ
た
り
す
る

の
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

園
庭
開
放
（
夏
プ
ー
ル
開
放
）

火
・
金
曜
日
の
午
前
中
と
土
曜
日
の

9
時
か
ら
16
時
ま
で
、
多
賀
さ
さ
ゆ
り

保
育
園
の
園
庭（
プ
ー
ル
）を
開
放
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談

電
話
相
談
・
来
所
し
て
も
ら
っ
て
の

相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
水
曜
日
は
午
後
の
み
）

レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
子
育
て
講
座

平
成
17
年
度
の
会
場
は
、
す
べ
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
地
域
に
出
向
い
て
講

座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
講
座
の
募

集
は
、
広
報
で
行
い
ま
す
。

開
催
時
期

子
育
て
講
座
の
内
容

5
月

身
近
な
自
然
で
遊
ぼ
う

7
月

手
作
り
お
や
つ
教
室

9
月

親
子
で
人
形
劇
を
楽
し
も
う

１１
月

お
父
さ
ん
の
子
育
て
講
座

１２
月

手
作
り
楽
器
遊
び

1
歳
の
お
た
ん
じ
ょ
う
か
い

4
月
か
ら
毎
月
第
2
金
曜
日
に
、
1

歳
の
お
誕
生
会
を
開
催
し
ま
す
。
平
成

18
年
度
の
対
象
は
、
平
成
17
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
で
す
。
9
〜
10
カ
月
の
乳
児

健
診
の
時
に
、
招
待
状
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

㈲
2-

1
0
2
5

（電）
4
8-

1
0
2
5

子育て支援センター
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こ
ん
に
ち
は
、
保
健
師
で
す

〜
お
酒
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
〜

…
健
康
的
な
お
酒
の
飲
み
方
を
知
ろ
う
…

お
酒
は
適
量
で
あ
れ
ば「
百
薬
の
長
」

と
な
り
ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
、
肝

臓
や
胃
腸
な
ど
に
負
担
を
か
け
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
お
酒
は
飲
み
方
に
よ

っ
て
食
欲
を
増
進
さ
せ
た
り
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
が
、

度
を
越
す
と
、
肝
臓
病
や
胃
腸
病
、
心

臓
病
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

こ
ん
な
心
あ
た
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

□
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
日
本
酒
換
算

で
3
合
以
上
飲
む
。

□
お
酒
を
飲
む
と
き
、
た
ば
こ
を

吸
う
。

□
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
強
い
お
酒
を

薄
め
な
い
で
飲
む
。

□
お
酒
を
飲
む
と
き
、
つ
ま
み
は

食
べ
な
い
。

□
飲
む
ピ
ッ
チ
が
速
い
と
言
わ
れ

る
。

こ
れ
ら
は
肝
臓
障
害
な
ど
に
な
る
危

険
性
が
あ
る
飲
み
方
で
す
。
節
度
あ
る

飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま

す
が
、
一
度
に
大
量
に
飲
む
と
分
解
が

間
に
合
わ
ず
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

に
陥
り
、
死
亡
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
毎
日
の
よ
う
に
長
年
飲

み
続
け
る
こ
と
で
、
脂
肪
肝
や
ア
ル
コ

ー
ル
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
へ
と
進
行

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
肝
が
ん
を
発
症

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
陥
る
と
、
自
分
の

健
康
ば
か
り
で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の

人
に
も
悪
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

適
量
を
知
ろ
う
！

〜
主
な
お
酒
の
適
量
の
目
安
〜

次
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
が
適
量
で
す
。

・
日
本
酒
　
　
　
　
　
　
　
1
合

・
ビ
ー
ル
　
　
　
　
中
ビ
ン
1
本

・
ウ
イ
ス
キ
ー
　
シ
ン
グ
ル
2
杯

・
焼
酎
　
　
　
　
ぐ
い
呑
み
2
杯

・
ワ
イ
ン
　
　
　
　
グ
ラ
ス
2
杯

週
に
2
回
は

休
肝
日
を
設
け
る

毎
日
お
酒
を
飲
ん
で
い
る

と
、
肝
臓
が
休
む
暇
が
な

く
、
機
能
の
低
下
を
招
き

か
ね
ま
せ
ん
。
最
低
で
も
連
続
し
て
週

に
2
日
は
肝
臓
を
休
ま
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
は
厳
禁

た
ば
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
害

が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
喫
煙
す
る
と
、
ア
ル
コ
ー

ル
で
ニ
コ
チ
ン
が
溶
け
や
す
く
な
る
の

で
、
た
ば
こ
の
害
は
倍
増
し
ま
す
。
ま

た
血
管
の
収
縮
が
早
く
な
っ
て
動
脈
硬

化
を
促
進
し
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で

楽
し
く
飲
む

ア
ル
コ
ー
ル
は
ゆ
っ
た
り

し
た
気
分
で
楽
し
く
飲
め

ば
、
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
役
立
ち

ま
す
。
過
度
の
飲
酒
は
ス
ト
レ
ス
の
解

消
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

夜
12
時
以
降
は

お
酒
を
飲
ま
な
い

日
本
酒
1
合
を
分
解
す
る

の
に
約
3
時
間
か
か
る
わ

け
で
す
か
ら
、
夜
中
ま
で

お
酒
を
飲
ん
で
い
た
ら
翌
日
ま
で
体
内

に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
た
状
態
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
肝
臓
を
休
め
る
べ
き
と

き
に
か
え
っ
て
負
担
を
か
け
た
り
、
二

日
酔
い
で
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

脂
っ
こ
い
料
理
は
さ
け
る

ア
ル
コ
ー
ル
自
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
高
い
う
え
に
、
脂

っ
こ
い
料
理
を
お
つ
ま
み

と
し
て
食
べ
て
い
る
と
、
肥
満
に
つ
な

が
り
ま
す
。
野
菜
の
煮
物
や
海
藻
サ
ラ

ダ
な
ど
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
が
豊
富
な
お
つ
ま
み
を
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こんにちは保健師です

子育て支援センターってこんなところ！
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「このごろ、思うこと」
多賀町青少年育成町民会議　青少年部会長　安田　良介

新
し
い
年
が
明
け
る
前
に
は
、
悲
し

い
そ
し
て
恐
ろ
し
い
事
件
に
驚
愕

き
ょ
う
が
く

さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
同
世
代
の

子
ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
、
卑
劣
極
ま

り
な
い
犯
罪
に
対
し
て
、
激
し
い
憤
り

を
感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
中
で
、
い
ま

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、

す
で
に
理
解
し
て
い
て
も
ま
た
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

例
の
事
件
以
降
、
学
校
・
P
T
A
な

ど
が
中
心
と
な
っ
て
、「
地
域
で
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
て
る
」
と
い
う
運
動

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
か

ら
の
配
布
文
書
や
各
関
係
機
関
発
行
の

啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
で
皆
さ
ん
も
よ
く
ご

承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
以
前
か
ら

継
続
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
1
1
0
番
の

家
や
声
掛
け
運
動
・
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

に
加
え
、
集
団
下
校
時
の
保
護
者
同
伴

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
は
、
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
ば
か

り
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
一
層
の
ご
支

援
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

子
ど
も
は
親
の
夢
で
す
。
地
域
の
宝

物
で
す
。
こ
の
国

の
将
来
の
担
い
手

で
す
。
言
い
古
さ

れ
た
言
葉
で
す

が
、
そ
の
い
ず
れ

も
間
違
い
の
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は

未
来
永
劫ご

う

変
わ
る

『
春
の
火
災
予
防
運
動
』

火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
3
月
1
日

か
ら
3
月
7
日
ま
で
の
1
週
間
、
全
国

統
一
標
語
『
あ
な
た
で
す
　
火
の
あ
る

く
ら
し
の
　
見
は
り
役
』を
合
言
葉
に
、

火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
皆
さ
ん
に
呼

び
掛
け
、
大
切
な
生
命
や
財
産
を
火
災

か
ら
守
ろ
う
と
い
う
目
的
で
、「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

平
成
16
年
に
お
け
る
全
国
総
出
火
件

数
は
6
0，
3
4
9
件
で
す
。
こ
れ
は
、

お
お
よ
そ
1
日
あ
た
り
1
6
5
件
、
9

分
ご
と
に
1
件
の
火
災
が
発
生
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

万
が
一
に
も
火
災
が
起
き
た
場
合
に

は
（
火
災
に
限
ら
ず
、
救
急
や
救
助
の

場
合
で
も
）、
皆
さ
ん
か
ら
の
正
確
な

1
1
9
番
通
報
と
す
ば
や
い
初
期
消
火

が
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
地
震
と
家
具
の
転
倒
防
止
』

平
成
16
年
の
消
防
に
関
す
る
世
論
調

査
結
果
（
東
京
消
防
庁
）
で
は
、
直
下

型
地
震
に
対
す
る
不
安
に
対
し
て
は

「
非
常
に
不
安
に
思
う
」
は
64
・
5
％
、

大
地
震
発
生
時
に
懸
念
さ
れ
る
被
害
に

つ
い
て
は
「
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
下
敷

き
」が
47
・
4
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

家
庭
で
の
地
震
に
対
す
る
備
え
と
し
て

家
具
類
の
固
定
・
転
倒
防
止
対
策
を
行

っ
て
い
る
と
答
え
た
人
は
29
・
4
％
と

な
り
、
そ
の
う
ち
「
す
べ
て
の
家
具
に

施
し
て
い
る
」
は
5
・
1
％
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
地
震
に
対
す
る
不
安
が
あ
り
な
が

ら
家
具
の
転
倒
防
止
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
地
震
初
期
に
起
こ

る
家
具
の
転
倒
防
止
の
大
切
さ
を
今
一

度
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
内
の
危
険
な
箇
所
や
地

震
の
対
処
法
、
避
難
場
所
、
緊
急
時
の

連
絡
方
法
や
連
絡
先
な
ど
に
つ
い
て
、

ふ
だ
ん
か
ら
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
市
消
防
署
　
犬
上
分
署

（電）
3
8-

3
1
3
0

こ
と
の
な
い
真
理
だ
と
思
い
ま
す
。

「
諸
手

も

ろ

て

を
挙
げ
て
君
た
ち
を
歓
迎
し
て

い
る
ん
だ
よ
！
さ
あ
早
く
こ
っ
ち
へ
お

い
で
よ
！
」
こ
の
こ
と
も
嘘
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
が
真
実
で
は
な
い

と
私
は
思
い
ま
す
。
表
も
あ
れ
ば
裏
も

あ
る
。
英
雄
が
い
れ
ば
敵
も
い
る
。
大

人
が
創
っ
て
き
た
社
会
の
中
に
居
る
の

は
、
決
し
て
味
方
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い

っ
て
こ
と
を
、
恥
ず
べ
き
こ
と
辛
い
こ

と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

に
知
ら
せ
て
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
人
間
不
信
や

対
人
恐
怖
症
、
社
会
や
将
来
に
対
し
て

の
夢
や
希
望
を
な
く
し
て
し
ま
い
か
ね

な
い
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
世
界
を
知

っ
た
が
ゆ
え
に
非
行
や
凶
行
に
向
か
い

は
し
な
い
か
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
そ
の

よ
う
な
お
叱し

か

り
や
非
難
を
受
け
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
真
実
を
知
ら
せ

た
う
え
で
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
う
陥
ら

な
い
よ
う
に
ケ
ア
し
て
い
く
こ
と
の
方

が
も
っ
と
大
切
で
あ
り
、そ
の
こ
と
も
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

い
つ
ど
こ
か
ら
現
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
魔
の
手
か
ら
守
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
今
あ
る
こ
の
灰
色
の
現
実

を
し
っ
か
り
と
教
え
て
、
今
ま
で
以
上

に
、
我
が
子
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
意
識
を
注
い
で
あ
げ
な
く
て
は
な
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

いくせい・消防
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自
動
車
の
検
査
・
登
録
・
廃
車
申
請
は
お
早
め
に

平
成
18
年
分
か
ら
の
農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

お
手
持
ち
の
自
動
車
で
、
検
査
の
有

効
期
限
が
3
月
ま
で
の
も
の
や
、
名
義

変
更
、
廃
車
手
続
き
の
済
ん
で
い
な
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
…

手
続
き
は
お
早
め
に
！

例
年
、
年
度
末
で
あ
る
3
月
は
、
検

査
や
登
録
で
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑

し
、
申
請
者
の
方
々
に
は
長
時
間
お
待

た
せ
し
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
自
動
車
の
検
査
・

登
録
等
の
申
請
は
、
で
き
る
だ
け
早
め

（
3
月
15
日
ご
ろ
ま
で
）
に
す
ま
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
（
三
輪
お
よ
び
四
輪
）
に

つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
で
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
所
得
の
水
稲
分
に
つ
き
ま
し

て
、
平
成
17
年
分
ま
で
は
、
従
来
ど
お

り
標
準
で
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
18

年
分
か
ら
は
、
す
べ
て
「
収
支
計
算
」

に
よ
っ
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
な
り
ま
す
。
出
荷
伝
票
や
仕
切
書

な
ど
の
収
入
金
額
の
わ
か
る
書
類
と
、

請
求
書
や
領
収
書
な
ど
、
支
払
金
額
の

わ
か
る
書
類
の
保
存
を
お
願
い
し
ま

す
。

軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は

4
月
1
日
で
す

軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
、
4
月

1
日
で
す
。
こ
の
日
ま
で
に
廃
車
・
名

義
変
更
が
お
す
み
で
な
い
と
、
そ
の
年

の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
、
納
付
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

☆
普
通
自
動
車
、
二
輪（
1
2
6
cc
以
上
）は

近
畿
運
輸
局
滋
賀
陸
運
局

（電）
（
0
7
7
）
5
8
5-

7
2
5
1

自
動
車
検
査
登
録
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

（電）
（
0
7
7
）
5
8
5-

7
2
7
2

☆
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）
は

軽
自
動
車
検
査
協
会
滋
賀
事
務
所

（電）
（
0
7
7
）
5
8
5-

7
1
0
3

軽
自
動
車
検
査
登
録
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

（電）
（
0
7
7
）
5
8
5-

7
1
1
1

確
定
申
告
、
町
・
県
民
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
期
間
の
、
2
月
16
日
（木）
か
ら
3

月
15
日
（水）
ま
で（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

の
毎
日
、
役
場
1
階
会
議
室
（
2
月
27

日
（月）
は
2
階
大
会
議
室
）
で
納
税
相
談

を
行
い
ま
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
申
告
会
場
が
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
は
お
早
め
に
お
す
ま
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
17
年
分
確
定
申
告
の

主
な
改
正
事
項

①
社
会
保
険
料
控
除
の
改
正

※
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
年
金
基

金
の
掛
金
に
つ
い
て
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
等
を
添
付
す
る
か

提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
老
年
者
控
除
の
廃
止

③
公
的
年
金
等
控
除
の
改
正

今
月
の
町
税

固
定
資
産
税
　
4

期

国
民
健
康
保
険
税
　
10

期

納

期

限
　
2
月
28
日

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

㈲
2-
2
0
4
1

（電）
4
8-

8
1
1
3

メ
ー
ル
　ze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
に

積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

多
賀
町
の
バ
ス
路
線
は
、
運
行
収
入

だ
け
で
は
採
算
が
取
れ
な
い
た
め
、
町

か
ら
湖
国
バ
ス
（株）
に
委
託
し
、
県
と
町

の
補
助
に
よ
り
運
行
し
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
度
の
収
支
状
況
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

バ
ス
路
線
の
維
持
・
確
保
の
た
め
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税

平成17年度収支状況
（平成16年10月1日～平成17年9月30日）

路線 ブリヂストン線 萱 原 線 多 賀 線

運 賃 収 入 1,455,844円 8,539,506円 12,761,854円

運行にかかる経費 2,953,498円 28,266,483円 17,622,420円

赤　字　額 1,497,654円 19,726,977円 4,860,568円

※赤字額を県と町で補助しています。

お問い合わせ
役場企画課
㈲2-2018 （電）48-8122 メール　kikaku@tagatown.jp
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紺こ
ん

紙し

金き
ん

字じ

大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
っ

多た

経
き
ょ
う

巻
第
二
百
八
残
巻

胡
宮
神
社
　
所
蔵

平
成
7
年
11
月
1
日
　
町
指
定

平
成
4
年
に
町
教
育
委
員
会
の
文
化

財
調
査
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
虫

食
い
跡
が
ひ
ど
く
、
現
在
で
は
12
紙
を

残
す
の
み
で
す
。

形
状
は
、
縦
25
・
3
cm
×
横
52
・
4

cm
の
料
紙
に
1
紙
29
行
宛
て
の
銀
界
を

施
し
、
1
行
17
字
宛
に
金
書
し
て
い
ま

す
。
書
風
は
い
わ
ゆ
る
上じ

ょ
う

代だ
い

様よ
う

の
柔
ら

か
な
も
の
で
す
が
、
や
や
小
文
字
で
丸

み
を
ま
す
な
ど
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
特

徴
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
の
展
示

「
扇
状
地
の
考
古
学

―
愛
知
犬
上
の
古
代
文
化
―
」

土
田
遺
跡
、
楢
崎
古
墳
群
な
ど
、
多

賀
町
の
遺
跡
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
■
1
月
14
日
（土）
〜
4
月
2
日
（日）

9
時
〜
17
時

場
所
■
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

休
館
日
■
月
曜
日
と
休
日
の
翌
日

入
館
料
■
大
　
人
　
3
5
0
円

高
大
生
　
3
0
0
円

小
中
生
　
1
5
0
円

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

（電）
（
0
7
4
8
）
4
6-

2
4
2
4

お
も
ち
ゃ
あ
そ
び
の
広
場

部
屋
い
っ
ぱ
い
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
べ
ま
す
。

日
時
■
3
月
5
日
（日）

場
所
■
大
会
議
室

◎
第
1
部
（
10
時
30
分
〜
12
時
）

講
座
「
子
ど
も
の
成
長
―
遊
び
と
大
人

の
役
割
」（
子
ど
も
が
遊
ぶ
よ
う

す
を
見
な
が
ら
）

講
師
■
岩
城
敏
之
さ
ん

対
象
■
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
30

組

※
申
し
込
み
制

※
申
し
込
み
方
法
■
2
月
4
日
（土）

10
時
か
ら
先
着
順
（
電
話
申
し
込

み
可
）

◎
第
2
部
（
13
時
〜
15
時
）

親
子
で
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
！

対
象
■
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
申
し
込
み
不
要
（
自
由
参
加
）

2
月
の
休
館
日

6
、
7
、
13
、
14
、
20
、
21
、
23
、

27
、
28
日

※
23
日
（木）
は
月
末
整
理
休
館

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館

㈲
2-

1
1
4
2

（電）
4
8-

1
1
4
2

メ
ー
ル
　to

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

文化財・図書館
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厳
し
い
寒
さ
が
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い

ま
す
が
、
ほ
か
の
花
に
先
駆
け
て
私
た

ち
に
美
し
い
花
を
み
せ
て
く
れ
る
の
が

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
（
節
分
草
）
で
す
。
早

春
に
芽
を
出
し
、
節
分
の
こ
ろ
に
美
し

い
白
い
花
が
咲
く
こ
と
か
ら
こ
の
名
前

が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
多
賀
町
内
で
は
節
分
を
過
ぎ
た
2

月
下
旬
か
ら
3
月
中
旬
に
か
け
て
咲
く

よ
う
で
す
。

花
言
葉
は
「
光
輝

こ

う

き

」。
主
に
石
灰
岩

地
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
林
縁
や
林
内
に

生
育
し
、
滋
賀
県
内
で
は
多
賀
町
と
伊

吹
山
周
辺
に
の
み
生
息
し
て
い
る
貴
重

な
植
物
で
す
。
外
側
に
あ
る
5
枚
の
花

び
ら
の
よ
う
な
も
の
は
、
実
は
「
が
く
」

と
呼
ば
れ
る
部
分
で
、
そ
の
内
側
に
あ

る
先
端
が
黄
色
い
棒
状
の
も
の
が
本
当

の
花
び
ら
で
す
。

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
の
群
生
地
は
多
賀
町

内
に
い
く
ら
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
生
育
環
境
の
荒
廃
が
進
み
、
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
草
丈

の
低
い
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
が
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
た
め
に
は
、林
床
が
明
る
く
、

下
草
の
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
状
態
が

必
要
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
は
私
た
ち
人
間
の

活
動
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
セ
ツ
ブ

ン
ソ
ウ
は
園
芸
植
物
と
し
て
も
人
気
が

高
い
た
め
、
野
生
の
株
が
乱
獲
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
減
少
の
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
に
咲
く
貴
重
な
花
が
い
つ
ま
で

も
多
賀
町
に
残
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
を
守
っ
て
い
け
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

金
尾
滋
史
（
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
学
芸
員
）

「
多
賀
の
人
々
と
歴
史
」

コ
ー
ナ
ー
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
!!

常
設
展
示
に
あ
る
「
多
賀
の
人
々
と

歴
史
」
コ
ー
ナ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
楢
崎
古
墳
な
ど

の
展
示
に
加
え
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
や

重
源
上
人
坐
像
の
復
元
像
、
多
賀
大
社

の
絵
図
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
新

し
く
な
っ
た
「
多
賀
の
人
々
と
歴
史
」

コ
ー
ナ
ー
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企
画
展

日く

さ

下か

部べ

鳴め

い

鶴か

く

日
本
近
代
を
代
表
す
る
書
家
、
日
下

部
鳴
鶴
の
紹
介
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
博
物

館
講
座
「
日
下
部
鳴
鶴
と
書
」
受
講
者

の
方
々
が
製
作
さ
れ
た
作
品
展
も
開
催

し
ま
す
。

日
時
■
2
月
25
日
（土）
〜
3
月
26
日
（日）

場
所
■
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
博
物
館
・

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

㈲
2-

2
0
7
7

（電）
4
8-

2
0
7
7

（Ｆ）
4
8-

8
0
5
5

メ
ー
ル
　m

u
s
e
u
m
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.tagatown.jp/̃taga-mus/

図
書
館
だ
よ
り

人
形
劇

「
六
さ
ん
の
パ
ペ
ッ
ト
劇
場
」

人
形
劇
団
「
六
」
さ
ん
の
楽
し
い
人

形
劇
で
す
。

今
回
は
歌
の
お
姉
さ
ん
と
の
パ
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時
■
2
月
11
日
（土）

15
時
〜

場
所
■
2
階
大
会
議
室

市
居
み
か
原
画
展

滋
賀
県
在
住
の
絵
本
作
家
、
市
居
み

か
さ
ん
の
原
画
展
で
す
。

会
期
■
2
月
18
日
（土）
〜
3
月
21
日
（火）

場
所
■
対
面
朗
読
室

市
居
み
か
講
演
会

読
み
聞
か
せ
の
実
演
を
ま
じ
え
た
、

絵
本
と
子
育
て
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

日
時
■
3
月
１９
日
（日）

１４
時
〜

場
所
■
2
階
大
会
議
室

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
■
2
月
4
日
（土）
、
18
日
（土）
、
25
日

（土）

15
時
〜

場
所
■
お
は
な
し
の
へ
や

博物館・図書館

多
賀
の
ゆ
か
い
な
生
き
物
図
鑑
⑧

早
春
に
咲
く
貴
重
な
植
物
で
す
!!

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ

移動図書館さんさん号
Aコース■2月3日（金）、17日（金）（藤瀬・川相・大滝小学校・大杉・萱原保育所・富之尾保育園）
Bコース■2月14日（火）（大君ヶ畑・多賀清流の里・多賀小学校・多賀幼稚園・猿木・多賀ささゆり保育園）
Bコース■2月28日（火）（大君ヶ畑・多賀清流の里・多賀小学校・犬上ハートフルセンター・猿木・多賀ささゆり保育園）

おもしろ考古学クイズ

答えがわかったら、FAXで解答を

送ってください。

正解者には、抽選でオリジナルグ

ッズを差し上げます。

問題

日本ではじめて学術的な発掘調査を

した人物はだれでしょうか？発掘調査

されたのは、東京の大森貝塚という遺

跡で、「日本考古学発祥の地」とよばれ

ています。この人物はアメリカの動物

学者で、明治10年6月に来日し、生物

学を教えていた東京大学の学生と一緒

に同年9月から調査をはじめました。

日本ではじめての学術的発掘調査で、

明治12年には日本ではじめての報告

書も刊行しています。次の3人から選

んでください。

①エドワード・ノートン

②シルベスタ・スタローン

③エドワード・シルベスタ・モー

ス

先月の答え…世界最大の古墳といわれ

る日本の大仙山古墳（伝仁徳天皇陵）

の長さ（全長）は？」は、②の475m

でした。

あて先（ＦＡＸのみ受付）

「おもしろ考古学係」あて
解答と住所・名前をお書きください。
有線FAX 2‐0348
F A X 48‐8055

多
賀
町
の
指
定
文
化
財
の
紹
介

s
紺
紙
金
字
大
般
若
般
若
波
羅
蜜
多
経

s
写
真
提
供
／
中
川
信
子
さ
ん
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み
ん
な
で
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

交
通
災
害
共
済
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
掛
け
金
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
わ
れ
た
方
に
見
舞
金
を
お
く
り
、

救
済
し
よ
う
と
い
う
住
民
の
た
め
の
共

済
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
だ
れ
で
も
加
入
で
き
、
見
舞
金
の

請
求
手
続
も
簡
単
で
す
。

※
交
通
事
故
発
生
日
か
ら
1
年
以
内

が
請
求
期
間
で
す
。加
入
さ
れ
て
い
て
、

見
舞
金
の
請
求
を
お
忘
れ
の
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

掛
け
金
■
年
間
5
0
0
円
（
1
人
）

共
済
期
間
■
平
成
18
年
4
月
1
日
〜
平

成
19
年
3
月
31
日

加
入
手
続
■
所
定
の
申
し
込
み
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
掛
け
金
を

添
え
て
各
字
区
長
さ
ん
ま
た
は
企

画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
企
画
課

㈲
2-

2
0
1
8

（電）
4
8-

8
1
2
2

メ
ー
ル
　kika

ku
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

第
１７
回
多
賀
の
農
業

農
山
村
を
考
え
る
つ
ど
い

日
時
■
2
月
26
日
（日）

13
時
30
分
〜

会
場
■
多
賀
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
■
農
業
…
平
成
19
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
次
期
対
策
に
つ
い
て

林
業
…
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
琵
琶
湖
森
づ
く
り
県
民
税
に
つ
い
て

そ
の
他
…
多
賀
町
の
よ
う
な
中
山
間

地
で
山
菜
の
栽
培
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
農
家
の
方
に
お
話
を
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
後
日
回
覧
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
農
林
商
工
課

㈲
2-

2
0
8
0

（電）
4
8-

8
1
1
7

メ
ー
ル
　n

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

滋
賀
県
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

「
に
お
ね
っ
と
」

滋
賀
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
に
お
ね
っ
と
』
の
お

す
す
め
サ
イ
ト
「
地
域
子
ど
も
教
室
」

に
、
多
賀
町
地
域
子
ど
も
教
室
、
I
T

子
ど
も
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
商
い
塾
、

「
お
お
た
き
ッ
ズ
」
の
英
語
で
あ
そ
ぼ

う
の
活
動
の
よ
う
す
が
、
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nionet.jp/

公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

近
江
鉄
道
の
お
得
な
乗
車
券
情
報
！

S
S
フ
リ
ー
キ
ッ
プ

土
・
日
・
祝

日
、
近
江
鉄
道
全

線
が
1
日
乗
り
放

題
で
す
。
さ
ら
に

沿
線
各
地
で
割
引

サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
利
用
特
典

が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
近
江
鉄
道
（株）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
買
い
物
、
沿

線
散
策
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

発
売
日
■
土
・
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）

金
額
■
お
と
な
…
5
5
0
円

こ
ど
も
…
2
8
0
円

昼
間
割
引
回
数
券

昼
間
の
お
買
い
物
、
通
院
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

発
売
日
■
毎
日

対
象
時
間
■
10
時
〜
16
時

金
額
■
9
回
分
の
運
賃
で
11
回
乗
車

可
。（
11
枚
つ
づ
り
）

対
象
■
お
と
な
の
み

お
問
い
合
わ
せ

近
江
鉄
道
株
式
会
社
　
鉄
道
部
運
輸
課

（電）
2
2-

3
3
0
3

おしらせ
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口
座
振
替
の
前
納
手
続
き
は
2
月
末
ま
で
に

皆
さ
ん
、
国
民
年
金
保
険
料
は
ど
の

よ
う
に
納
付
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

納
付
の
方
法
を
変
え
る
と
お
得
に
な

る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

前
納
が
お
得
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
、
口
座

振
替
で
前
納
（
将
来
分
を
ま
と
め
て
納

付
）
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
に
な
り
、

た
い
へ
ん
お
得
で
す
。

4
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
、
1
年
前
納
（
1
年
分
ま
と
め

て
納
付
）
や
6
カ
月
前
納
（
6
カ
月
分

ま
と
め
て
納
付
）
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
2
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
、
口
座
振
替
で

ほ
か
の
振
替
方
法
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
が
、
1
年
前
納
や
6
カ
月
前
納
を

希
望
さ
れ
る
場
合
も
手
続
き
が
必
要

で
す
。

前
納
の
手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
金
融
機
関
等
、
ま
た
は
滋
賀

社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課
に
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手

数
料
は
不
要
で
す
。

携
帯
電
話
で

年
金
額
が
わ
か
り
ま
す
！

携
帯
電
話
版
「
自
分
で
で
き
る
年
金

額
簡
易
計
算
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り

ま
し
た
。
試
算
の
対
象
は
、「
老
齢
基

礎
年
金
」
と
「
老
齢
厚
生
年
金
」
の
年

金
額
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
、
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
簡
易
試
算
を
行
う
時
点
で
、
60
歳
未

満
の
方
が
前
提
条
件
で
す
。

・
簡
易
試
算
を
行
う
に
は
、
加
入
期
間

が
合
計
25
年
（
3
0
0
月
）
以
上
必

要
で
す
。

・
年
金
額
は
、
60
歳
到
達
月
に
退
職
し

て
い
る
も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

ア
ク
セ
ス
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス
ま
で
。

h
ttp
:/w
w
w
.s
ia
.g
o
.jp
./k/

※
試
算
結
果
は
将
来
の
年
金
額
の
目
安

で
あ
り
、
確
定
し
た
金
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
携
帯
電
話
の
機
種
に
よ
っ
て
は
ご
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
V
o
d
a
f
o
n
e
3
G
と
呼
ば

れ
る
機
種
、
T
U-

K
A
の
機
種
等
）

パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
「
年
金
額
の
簡
易
試

算
」
が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
年

金
額
簡
易
試
算
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp

年
金
相
談
の
時
間
延
長

現
在
、
平
日
の
8
時
30
分
か
ら
17
時

ま
で
、各
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
週

月
曜
日
の
時
間
延
長
の
ほ
か
、
第
2
土

曜
日
に
つ
い
て
も
年
金
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
受
領
お
よ
び
保

険
料
免
除
の
相
談
・
受
付
等
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
■
2
月
6
日
（月）
、
13
日
（月）
、
20

日
（月）
、
27
日
（月）

受
付
時
間
■
19
時
ま
で
。

実
施
日
■
2
月
11
日
（土）

受
付
時
間
■
16
時
ま
で
。

実
施
場
所
■
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦

根
事
務
所

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

・
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

国
民
年
金
業
務
課

（電）
2
3-

1
1
1
4

・
年
金
給
付
・
相
談
に
関
す
る
こ
と

年
金
給
付
課

（電）
2
3-

1
1
1
6

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

年
金
請
求
等
の
電
話
相
談

（電）
0
5
7
0-

0
5-

1
1
6
5

年
金
受
給
者
の
電
話
相
談

（電）
0
5
7
0-

0
7-

1
1
6
5

ねんきん

【参考】口座振替を利用した場合の保険料額（平成17年度）
納付方法 内　　　　　容 割引額

1 年 前 納 4月分から翌年3月分までの保険料を4月末に振替。
前納保険料額　159,540円 3,420円

6カ月前納
4月分から9月分までの保険料を4月末に振替、または9月分から
翌年3月分までの保険料を10月末に振替。
前納保険料額　80,550円

930円

早割制度 毎月の保険料を当月末に振替。
早割保険料額　毎月13,540円 40円

翌月振替
毎月の保険料を翌月末に振替。
納付期限日の振替のため割引なし。
保険料額　毎月13,580円

0円

見舞金が支給されます。
・道路でおきた車両等による交
通事故で、1日でも通院され
れば見舞金の支給対象になり
ます。
・警察に届けられた交通事故はもちろん、次のような
場合も対象になります。
例：歩行中、走行してきた自転車に接触して負傷し
た。
例：道路上で自転車に乗ろうとしてペダルに足をか
けそこない転倒し負傷した。
例：バスに乗車中、急ブレーキのため乗客が車内で
転倒し負傷した。

見舞金が支給されません。
・会社・工場・自動車教習所内など、一般の交通のた
め開放されていない場所で負傷された場合
・飲酒運転、無免許運転、重大な過失による交通事故
の場合
・交通事故以外での負傷

通院1日
から

見舞金支給



行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

すくすく相談 3月7日（火）
子どもの健康、子育て等について、ご相談を受け付
けています。

すこやか相談 3月14日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お
気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪
測定も無料でできます。

いきいき相談 3月28日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思
われる方ならどなたでもご相談ください。

介護相談 随　　　　　　　　　時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
赤ちゃんサロン 3月13日（月） 10:00～10:10 妊婦の方・0歳代、1歳代の親子
3～4カ月児（離乳食教室） 3月6日（月） 13:00～13:15 H17年10月生まれの乳児
9～10カ月児健診 3月6日（月） 13:15～13:30 H17年4月生まれの乳児

1歳6カ月児健診 3月1日（水） 13:00～13:15 H16年8月・9月生まれの幼児
2歳児歯科健診 3月28日（火） 12:50～13:10 H16年2月・3月生まれの幼児

三種混合 2月27日（月）
（Ⅰ期初回）生後3カ月～7歳5カ月までの乳幼児で
3～8週間の間隔で3回未接種の乳幼児
（Ⅰ期追加）Ⅰ期初回3回目接種後、1年以上たった幼児

BCG 3月14日（火）
13:30～14:00

生後3～6カ月でBCGが未接種の乳児
※就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場合
は、福祉保健課までお問い合わせください。

☆各健診および予防接種には、必ず母子手帳・予診表を記入してご持参ください。
☆2歳児歯科健診、1歳6カ月児健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。

お問い合わせ 役場福祉保健課 ㈲2-2021 （電）48-8115 メール　hoken@tagatown.jp

15 広報 たが 2月号

保健業務

14広報 たが 2月号

豊
か
な
郷
で
心
と
体
の
健
康
を

〜
認
知
症
っ
て
老
化
？
病
気
？
〜

人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
体

調
が
崩
れ
て
も
身
内
に
頼
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
方
や
、「
物
忘
れ
」
を
意

識
さ
せ
ら
れ
る
と
「
呆ぼ

け
て
き
た
と

い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
う
つ
気

分
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

物
忘
れ
と
認
知
症
に
つ
い
て
、「
認
知

症
に
で
き
る
だ
け
な
ら
な
い
工
夫
」、

「
悪
化
さ
せ
な
い
工
夫
」
な
ど
、
講

演
・
パ
ネ
ル
展
示
を
通
じ
て
と
も
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
■
3
月
11
日
（土）

14
時
〜

場
所
■
豊
郷
病
院
内
科
外
来
待
合
ス
ペ

ー
ス

お
問
い
合
わ
せ

豊
郷
病
院
　
老
人
性
認
知
症
セ
ン
タ
ー
・

地
域
連
携
室

（電）
3
5-

3
0
0
1

再
就
職
を
め
ざ
す
シ
ニ
ア
た
め
の

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
技
能
講
習

対
象
■
55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方

日
時
■
2
月
13
日
（月）
〜
23
日
（木）
の
間
の

9
日
間
（
土
・
日
を
除
く
）

13

時
〜
17
時

場
所
■
ホ
テ
ル
ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草
津

ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
草
津
　
ク
サ
ツ

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

定
員
■
25
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習

名
（
ホ
テ
ル
）、
住
所
、
名
前
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
2
月
7
日
（
必

着
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
‐
0
0
5
1

大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号

（電）
（
0
7
7
）
5
2
5
‐
4
1
2
8

放
送
大
学

平
成
18
年
4
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
大
学
で
、
無
試
験
で
入
学

で
き
ま
す
。
幅
広
い
分
野
か
ら
科
目
を

選
択
し
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
も
取
れ
ま
す
。

出
願
期
間
■
2
月
28
日
（火）
ま
で

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
滋
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

（電）
（
0
7
7
）
5
4
5-

0
3
6
2

（Ｆ）
（
0
7
7
）
5
4
5-

2
0
9
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.u-air.ac.jp/hp

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

「
タ
ガ
ベ
ェ
の
た
め
池
探
検

―
人
と
歩
む
歴
史
と
未
来
―
」

会
期
■
2
月
26
日
（日）
ま
で

会
場
■
琵
琶
湖
博
物
館
企
画
展
示
室

観
覧
料
■
無
料

※
常
設
展
示
観
覧
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

大
人
　
6
0
0
円

高
校
・
大
学
生
　
4
0
0
円

小
・
中
学
生
　
　
2
5
0
円

※
20
人
以
上
団
体
割
引
あ
り

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館

（電）
（
0
7
7
）
5
6
8-

4
8
1
1

U
R
Lhttp://w

w
w
.lbm

.g
o.jp/

おしらせ

生まれました！
☆三和

み わ

潤
じゅん

平
ぺ い

（稔・由季子）

☆辻中
つじ な か

一志
い っ し

（清親・有美）

☆
に し

倉
く ら

竜人
り ょ う と

（正浩・智子）

☆山本
やま も と

翔
しょう

（佳世・優子）

西 

おくやみ申し上げます
◆大矢　俊夫　80歳
◆桂　　與平　82歳
◆夏原　良明　59歳
◆井上　　昇　85歳

◆辻下　富枝　81歳
◆安田　重伍　66歳
◆西山亀次郎　94歳

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあ

いの郷」では、毎月トレーニング室で『体力測定』

を開催しています。

体力測定のメニュー

握力、閉眼片足立ち（バランス性）、長座体前屈

（柔軟性）等を実施します。

中高年の方にもご利用いただける運動機器も

ありますので、ぜひ健康づくりにお役立てくだ

さい。

※なお、はじめてトレーニング室を利用していただく方は、

初回に利用講習会を受講していただく必要があります。

3月の利用講習会日程

3月10日（金）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

3月25日（土）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

17:30～18:30 体力測定

19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30
トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、
第2・第4月曜日（第2・第4月曜日が祝
日の場合、翌日が休みとなりますのでご注
意ください）、祝日

利用対象者■18歳以上の方
利用料■町内在住・在勤の方200円、

町外の方300円
その他■運動のできる服装・運動靴・タオル

をご用意ください。

お問い合わせ
役場福祉保健課
㈲2‐2021（電）48‐8115
メール hoken@tagatown.jp

おめでた・おくやみ

（敬称略）

子育て支援センター ひろばの案内

広　　場 曜日・日時 時　　間 内　　　　　　　　容

にっこり広場
月曜日～金曜日

9:00～12:00
センターの部屋を開放しています。子ども同士、親同士が

（下記広場以外※） 遊んだり、語りあったりするのに利用してください。

園 庭 開 放
火曜日・金曜日 9:00～12:00

土　　曜　　日 9:00～16:00

赤ちゃんペンギン
3月1日（水）・2日（木）

広場（0歳児）
ペンギン広場

3月8日（水）・15日（水）
（1歳児）

10:00～12:00
カンガルー広場

3 月 2 2 日（水）
（2歳児）
キリン広場

3 月 2 2 日（水）
（3歳児）

※にっこり広場…3月17日はのびっこ教室のためお休みです。

☆子育て相談は、随時行っていますので、気楽に来所していただくか、お電話ください。
☆支援センター利用のお願い 多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のためにいつも閉めていますので、開けてお
入りください。車を止められたら、門扉を閉めておいてください。来館者名簿が保育園の玄関とにっこり広場
の部屋の前にありますので記入をしてから遊んでください。（必ず玄関からお入りください。避難用外階段は、
通常不審者対策のために閉めていますので、上がらないでください）
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025

乳
児
健
診

予
防
接
種

健
　
　
診
　
　
等

相
　
　
談
　
　
等

保健業務（3月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

多賀ささゆり保育園の運動場を開放しますので自由に遊んでくだ
さい。（砂場のおもちゃは各自で名前を書いて持参してください。）

3月は、いつものように手遊び、ふれあい遊びをして親子
で遊んだあと、広場のお別れ会をします。また、センター
の職員と子育てについての話もしています。月ごとの予定
は「にっこりメール」でお知らせします。（各公共施設に
掲示しています。）

※「予防接種手帳」を
必ずお読みください。


